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Styleview Sit Stand Combo Arm,
with Worksurface and Panning Pivot

English, Español, Français, Deutsch, Nederlands, Italiano, Svenska, 日本語, 汉语

Includes
Constant Force™
Technology

最新のユーザー インストール ガイドは、www.ergotron.com でご確認いただけます。
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特長と仕様
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構成部品

必要なツール

重要！本製品は取り付け後に調整する必要があります。調整を行う前に、すべての機器が本製品に適切に取り付け
られていることを確認してください。本製品は可動範囲内でスムーズかつ簡単に動く必要があり、選定した位置に
しっかり固定されなければなりません。製品が簡単に動きすぎる場合、動きがぎこちない場合、あるいは目的の位
置に固定されない場合は、説明書に従いスムーズに動くように調整してください。お使いの製品や調整によって
は、違いがはっきりするまで何回か回さなければならないこともあります。本製品に機器を追加したり、機器を取
り外したことで積載重量が変わった場合は、安全かつ最適な操作を実現するために調節手順を繰り返してくださ
い。 
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ウォール トラックの使用

人間工学ワークステーションの取り付け高さ

この取り付け高さは、身長  のユーザーが使用す
る人間工学ワークステーションを対象とした推奨値です。
ユーザーの身長がこの範囲外の場合、そのユーザーの身長に合わせて
取り付け高さを調節する必要があります (ユーザーの身長がこれより 
3cm 高い/低い場合は、取り付け高さを 3cm 高く/低く調節します)。

取り付け高さは、モニター取り付け穴の中心から画面
の上端までに 152mm (6”) の距離があることを前提と
しています。この距離がこれより近い場合はさらに高
い位置に取り付ける、またこれより遠い場合はさらに
低い位置に取り付ける必要があります。

取り付け位置の決定:
アームを壁側に引いた状態の正面図。

モニターを壁から離した状態での動作範囲を示す上面図。
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4 mm
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オプションの重量制限調整



9 of 16888-45-402-W-01 rev. D • 11/19



10 of 16 888-45-402-W-01 rev. D • 11/19



11 of 16888-45-402-W-01 rev. D • 11/19

注: カバーやケーブルチャネルに、ケーブルを
すべり込ませて出し入れできることを確認して
ください。

注: ケーブルが自由に動くよう、たるませた状態で配線します。

注意: 
ケーブルの挟まりを防ぐため、必ず本マニュアルのケーブル配線手順に従ってください。この指示に従わないと、
機器の損傷や怪我を招く恐れがあります。
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OPTIONAL:
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リフト強度の増大
積載重量が重すぎる場合、または本
製品の位置を上げても下がってくる
場合には、リフト強度を高める必要
があります。

リフト強度の低減
積載重量が軽すぎる場合、または本
製品の位置を下げても上がってくる
場合には、リフト強度を弱める必要
があります。

調節ステップ
重要！本製品は取り付け後に調整する必要があります。調整を行う前に、すべての機器が本製品に適切に取り付
けられていることを確認してください。本製品は可動範囲内でスムーズかつ簡単に動く必要があり、選定した位
置にしっかり固定されなければなりません。製品が簡単に動きすぎる場合、動きがぎこちない場合、あるいは目
的の位置に固定されない場合は、説明書に従いスムーズに動くように調整してください。お使いの製品や調整に
よっては、違いがはっきりするまで何回か回さなければならないこともあります。本製品に機器を追加したり、
機器を取り外したことで積載重量が変わった場合は、安全かつ最適な操作を実現するために調節手順を繰り返し
てください。 
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チルト  (前後)

リフト強度の増大
積載重量が重すぎる場合、または本
製品の位置を上げても下がってくる
場合には、リフト強度を高める必要
があります。

リフト強度の低減
積載重量が軽すぎる場合、または本
製品の位置を下げても上がってくる
場合には、リフト強度を弱める必要
があります。

リフト強度の増大
積載重量が重すぎる場合、または本
製品の位置を上げても下がってくる
場合には、リフト強度を高める必要
があります。

リフト強度の低減
積載重量が軽すぎる場合、または本
製品の位置を下げても上がってくる
場合には、リフト強度を弱める必要
があります。

リフト(上下)
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スイング (左右) 摩擦力の増大
製品がわずかな力で簡単に動いてし
まう状態であれば、摩擦力を高める
必要があります。

摩擦力の低減
製品がスムーズに動かない場合に
は、摩擦力を弱める必要がありま
す。
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© 2014 Ergotron, Inc. All rights reserved. 

Learn more about ergonomic computer use at: 
www.ergotron.com/ergonomics

最寄りのカスタマー ケアの電話番号については、こちらをご覧ください:  http://contact.ergotron.com

サービスをご覧ください: www.ergotron.com
保証書をご覧ください: www.ergotron.com/warranty

注: カスタマー サービスにご連絡の際は、シリアル番号をお知らせください。


